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宮
　
司 

　
根
　
津
　
泰
　
昇 

新
た
な
御
代
を
迎
え 

       

　
　
四
月
十
八
日
天
皇
、
皇
后
両

陛
下
が
伊
勢
神
宮
へ
ご
譲
位
の
ご

奉
告
の
御
親
謁
に
対
し
ま
し
て
奉

送
迎
の
栄
を
賜
り
ま
し
た
。
晩
春

の
爽
や
か
な
風
が
注
ぎ
常
緑
樹
の

葉
が
舞
い
落
ち
る
音
し
か
聞
こ
え

な
い
静
け
さ
の
中
剣
と
璽
（
勾
玉
）

ご
動
座
の
下
、
両
陛
下
が
正
宮
に

進
ま
れ
る
御
姿
に
触
れ
、
三
十
一

年
の
平
成
の
御
代
に
常
に
国
民
に

お
心
を
寄
せ
て
こ
ら
れ
た
御
姿
を

思
う
と
感
謝
の
気
持
ち
が
奥
底
か

ら
沸
き
感
涙
に
む
せ
び
、
次
の
御

代
の
令
和
も
良
き
御
代
で
あ
る
事

を
心
底
よ
り
願
わ
ず
に
い
ら
れ
な

い
思
い
を
深
く
感
じ
ま
し
た
。 

　
四
月
二
十
九
日
に
当
社
で
は
三

十
一
年
の
平
成
御
代
に
感
謝
を
込

め
る
ご
譲
位
安
泰
祈
願
祭
を
斎
行

致
し
ま
し
た
。 

　
五
月
一
日
に
は
新
帝
陛
下
が
御

即
位
な
さ
れ
、
令
和
の
御
代
が
始

ま
り
ま
し
た
。
今
後
は
様
々
な
儀

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
が
、
悠
久

の
歴
史
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
、
神
々

の
時
代
の
精
神
が
息
づ
い
て
い
ま

す
。
儀
式
そ
の
も
の
は
時
代
に
よ

っ
て
変
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
大

嘗
祭
を
は
じ
め
と
す
る
皇
位
継
承

の
諸
儀
式
は
、
神
代
よ
り
現
代
に

ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
わ
が
国

の
精
神
の
継
承
の
儀
式
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
当
社
の
ご
祭
神
は
宇

迦
之
御
魂
大
神
、
大
宮
能
売
大
神

の
二
柱
が
祀
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

宇
迦
之
御
魂
大
神
は
古
文
書
に
「
稲

魂
」
の
神
と
あ
り
、
食
物
神
を
代

表
す
る
神
と
敬
ま
わ
れ
て
い
ま
す
。

伊
勢
神
宮
外
宮
の
ご
祭
神
と
同
一

神
で
あ
り
ま
す
。
大
宮
能
売
大
神

は
高
天
原
で
は
天
照
大
御
神
の
御

前
に
仕
え
、
地
上
で
は
天
皇
の
傍

近
く
に
い
る
神
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

宮
中
三
殿
の
神
殿
に
祀
ら
れ
て
お

り
ま
す
八
神
の
う
ち
の
一
神
で
あ

り
ま
す
の
で
賑
々
し
く
御
代
替
わ

り
の
奉
祝
大
祭
を
斎
行
致
し
た
く

存
じ
ま
す
。 

　
奉
祝
神
賑
行
事
で
は
、
当
社
が

所
有
す
る
万
燈
神
輿
と
、
天
皇
陛

下
御
即
位
二
十
年
の
奉
祝
事
業
で

新
調
し
た
宮
神
輿
の
二
基
が
出
御

い
た
し
ま
す
。
又
甲
府
消
防
記
念

会
、
甲
斐
清
和
高
校
の
生
徒
さ
ん
、

水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
ご
協
力

を
仰
ぎ
、
奉
祝
ム
ー
ド
を
盛
り
上

げ
ま
す
。
本
年
の
正
の
木
祭
り
が

有
意
義
な
祭
り
で
あ
る
事
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。 

　
当
社
の
平
成
を
思
い
返
す
と
、

平
成
七
年
か
ら
十
三
年
の
間
お
こ

な
っ
た
御
鎮
座
四
百
年
記
念
事
業
、

御
即
位
二
十
年
奉
祝
事
業
、
神
宮

式
年
遷
宮
・
出
雲
大
社
平
成
の
ご

遷
宮
奉
祝
事
業
、
御
即
位
三
十
年

奉
祝
事
業
等
々
の
記
念
事
業
を
計

画
し
完
遂
出
来
た
事
は
多
く
の
方
々

の
ご
協
力
と
衷
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
令
和
の
時
代
も
関
係
者
各
位
と

共
に
歩
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
の
で
ご
教
導
賜
り
ま
す
と
共
に

新
た
な
御
代
が
崇
敬
者
各
位
に
と

っ
て
良
き
御
代
で
あ
る
事
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。 

 四
月
二
十
六
日
（
金
） 

・
正
ノ
木
献
木
祭
　
　
午
前
十
時
〜   

五
月
二
日
（
木
） 

・
正
ノ
木
前
夜
祭
　
　
午
後
六
時
〜   

・
ザ
・
コ
ン
ブ
ポ
ン
ズ
＆
原
田
喜
照 

　
　
　
　
午
後
六
時
四
五
分
〜
九
時 

　
※
模
擬
店
は
午
後
九
時
ま
で
行
わ
れ
ま
す 

　
　
三
日
（
金
・
祝
） 

・
正
ノ
木
例
大
祭
　
　
午
前
十
時
〜 

・
宮
神
輿
渡
御
　
　
午
前
十
一
時
〜 

・
天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
パ
レ
ー
ド 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
〜 

　
　
宮
神
輿
二
基
、
子
供
神
輿
、
出
初
め
・

　
　
木
遣
、
甲
府
商
工
会
議
所
山
車
、 

　
　
甲
斐
清
和
高
校 

・
宮
神
輿
還
御 

　
　
　
　
　
　
午
後
三
時
三
十
分
頃 

※
甲
府
囃
子
は
宮
神
輿
の
近
く
で
演
奏
あ
り 

・
奉
納
相
撲
大
会
　
　
午
前
十
一
時 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
午
後
三
時 

・
バ
ザ
ー
　
　
正
午
〜
午
後
一
時 

・
崇
敬
青
年
会
主
催
行
事 

　
　
　
　
　
　
午
後
四
時
〜
八
時 

　
（
か
が
み
も
ち
　
ズ
ン
バ
　
バ
ン
ド
他
） 

　
　
四
日
（
土
・
祝
） 

・
正
ノ
木
二
之
祭
　
　
午
前
九
時
〜 

・
神
社
舞
台
　
午
前
十
時
〜
午
後
九
時 

　
（
ご
当
地
ア
イ
ド
ル 

　
　
　
　
「F

U
JI SA

K
U
R
A

塾
」 

　
　
平
元
会
　
三
味
線
演
奏
　
他
） 

　
※
模
擬
店
は
午
後
九
時
ま
で
行
わ
れ
ま
す 

　
　
五
日
（
日
・
祝
） 

・
正
ノ
木
三
之
祭
　
　
午
前
九
時
〜 

・
正
ノ
木
成
就
祭
　
　
午
後
五
時
〜 

・
神
社
舞
台
　
午
前
十
時
〜
午
後
五
時 

　
（
プ
ロ
歌
手
　
福
島
は
じ
め 

　
　
ご
当
地
ア
イ
ド
ル 

　
　
　
　
「F

U
JI SA

K
U
R
A

塾
」 

　
　
童
謡
　
ち
ゃ
ん
こ
の
会
　
他
） 

　
※
模
擬
店
は
午
後
六
時
ま
で
行
わ
れ
ま
す 

※
三
日
〜
五
日
「
さ
る
ま
わ
し
」 

　
随
時
開
催 

※
詳
し
く
は
「
稲
積
神
社
」
を
検
索 

令
和
元
年
度 

正
ノ
木
例
大
祭
神
賑
行
事
（
予
定
） 

新
　
藤
　
　
　
淳 

生
年
月
日
　
昭
和
三
十
四
年
二
月
十
五
日 

職
　
　
業
　
会
社
役
員
　
井
上
鋼
材
㈱ 

趣
　
　
味
　
渓
流
釣
り
　
ゴ
ル
フ 

抱
　
　
負 

　
こ
の
度
、
総
代
と
言
う
大
役
を
仰

せ
つ
か
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
勉
強
不
足
で
あ
り
、
認
識
不
足

も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
お
受
け
し
た

か
ら
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
、
ご
奉

仕
し
た
い
と
存
じ
て
い
ま
す
。 

　
総
代
と
は
、
ど
う
い
う
責
務
な
の

か
十
分
に
把
握
し
て
お
ら
ず
、
自
分

へ
の
戒
め
の
為
に
も
、
そ
の
役
割
を

調
べ
て
み
ま
し
た
。 

　
神
社
本
庁
憲
章
第
十
三
条
で
は
「
神

社
の
祭
祀
、
信
仰
、
伝
統
の
保
持
振

興
に
つ
い
て
宮
司
に
協
力
す
る
」
者
、

ま
た
神
社
本
庁
庁
規
第
百
一
条
で
は
、

「
神
社
の
運
営
に
つ
い
て
、
役
員
を

助
け
、
宮
司
に
協
力
す
る
」
者
と
、

各
々
定
義
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
簡
単

に
言
う
と
、
総
代
と
は
、
神
職
以
外

の
者
で
、
そ
の
神
社
の
信
者
（
氏
子
・

崇
敬
者
）
を
代
表
す
る
者
で
、
氏
子

や
崇
敬
者
に
対
し
て
便
宜
を
は
か
る

世
話
人
的
な
役
と
言
え
ま
す
。 

　
総
代
は
、
誰
が
選
任
す
る
か
と
言

う
と
、
宮
司
が
行
う
も
の
で
あ
っ
て

責
任
役
員
会
に
、
そ
の
権
限
は
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
代
は
祭
祀
活

動
の
補
助
者
と
し
て
宮
司
に
協
力
す

べ
き
者
な
の
で
、
宮
司
の
意
向
に
沿

わ
な
い
者
で
あ
れ
ば
そ
の
活
動
に
支

障
を
来
た
す
こ
と
か
ら
、
総
代
選
任

の
最
終
的
決
定
権
は
宮
司
に
あ
る
と

書
か
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
今
後
と
も
、
宮
司
様
、
役
員
様
に

協
力
し
、
稲
積
神
社
の
発
展
と
神
社

に
集
う
方
々
の
幸
せ
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
る
様
、
頑
張
り
ま
す
の
で
宜

し
く
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

井
　
上
　
重
　
良 

新

総

代

紹

介

 

生
年
月
日
　
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
二
十
六
日 

職
　
　
業
　
会
社
役
員
　
藤
精
機
㈱ 

趣
　
　
味
　
音
楽
・
ゴ
ル
フ
・
ス
キ
ー 

抱
　
　
負 

　
こ
の
度
は
総
代
を
拝
命
い
た
だ
き

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
と
て
も
光
栄
で
あ
り
、
謹
ん
で

引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
稲
積
神

社
様
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
精

進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n

４月11日　総代就任奉告祭 
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正
ノ
木
祭
実
行
委
員
長 

　
藤
　
本
　
　
　
浩 

稲
積
睦
会
　
会
長
　 

　
長
　
潟
　
英
　
規 

正
ノ
木
祭 

天
皇
陛
下
御
即
位 

　
　
奉
祝
正
ノ
木
祭 

天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
大
祭
の 

　
　
　
　
　
神
輿
巡
行
を
計
画 

      

　
昭
和
、
平
成
、
令
和
、
と
時
代

は
移
り
、
平
成
の
約
三
十
年
を
振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
昭
和
の
時
代

の
よ
う
な
戦
争
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日

本
大
震
災
、
雲
仙
普
賢
岳
、
木
曽

御
嶽
山
の
噴
火
等
々
相
次
ぐ
自
然

災
害
に
よ
り
多
く
の
人
命
や
財
産

が
失
わ
れ
ま
し
た
。
天
皇
陛
下
は

そ
の
度
ご
と
に
被
災
地
を
訪
問
し

被
災
者
を
励
ま
さ
れ
て
い
る
姿
を

拝
見
し
象
徴
と
し
て
の
天
皇
の
地

位
を
確
か
な
も
の
に
し
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。 

　
平
成
天
皇
が
譲
位
さ
れ
、
新
天

皇
が
五
月
一
日
に
即
位
さ
れ
そ
の

翌
日
の
五
月
二
日
前
夜
祭
、
五
月

三
日
が
例
大
祭
、
五
月
四
日
二
之

祭
、
五
月
五
日
三
之
祭
と
正
ノ
木

祭
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
ま
さ
に

最
高
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
歴
史
に
残
る
正
ノ
木
祭

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

三
日
の
例
大
祭
に
は
ご
即
位
奉
祝

の
た
め
の
行
事
を
し
よ
う
と
神
社

な
ら
び
に
関
係
者
と
協
議
し
た
結

果
、
神
輿
渡
御
の
時
間
帯
に
併
せ

て
奉
祝
パ
レ
ー
ド
を
実
施
す
べ
き

検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

　
今
年
の
正
ノ
木
祭
に
お
い
て
も

二
百
店
舗
以
上
の
屋
台
を
出
店
さ

せ
る
予
定
で
お
り
ま
す
。
実
行
委

員
会
と
し
ま
し
て
も
稲
積
神
社
と

そ
の
外
郭
団
体
、
太
田
町
を
中
心

と
し
た
地
域
住
民
、
甲
府
商
工
会

議
所
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
機
関
、

団
体
等
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
さ
に

歴
史
と
伝
統
が
あ
る
庶
民
生
活
に

と
け
込
ん
で
い
る
祭
典
で
あ
り
、

県
内
は
も
と
よ
り
近
県
か
ら
も
多

く
の
人
達
が
訪
れ
る
有
名
な
お
祭

り
で
あ
り
ま
す
。
警
察
当
局
と
連

絡
を
密
に
し
て
事
件
事
故
等
が
発

生
し
な
い
よ
う
安
全
で
楽
し
い
祭

典
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

     

　
陽
春
の
候
　
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
益
々
ご
健
勝
の
御
事
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
本
年
の
稲
積
神
社
例
大
祭
「
正

ノ
木
祭
」
も
例
年
通
り
神
輿
渡
御

を
行
う
事
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

五
月
一
日
に
は
天
皇
陛
下
御
譲
位

に
よ
る
御
代
替
わ
り
が
さ
れ
「
令

和
」
と
改
元
さ
れ
ま
し
た
。
奉
祝

ム
ー
ド
が
高
ま
り
当
神
社
で
も
御

代
替
わ
り
の
後
の
大
祭
と
合
い
な

り
、
奉
祝
大
祭
神
輿
渡
御
を
計
画

し
ま
し
た
。
遊
亀
通
り
（
魚
保
〜

菱
和
園
）
に
て
、
神
輿
渡
御
に
合

わ
せ
提
灯
行
列
・
よ
さ
こ
い
・
木

や
り
・
出
初
め
・
山
車
・
神
輿
二

基
（
宮
神
輿
・
万
燈
神
輿
）
と
「
奉

祝
記
念
パ
レ
ー
ド
」
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
成
功
裏
に
成
就
出
来

ま
す
様
何
卒
皆
様
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
私
た
ち
神
輿
会
が
平
成
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
稲
積
神
社
が
戦
災

で
焼
失
し
、
宮
神
輿
も
焼
失
し
た

と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
神
輿
会
発

足
当
時
は
、
初
代
斉
藤
岳
南
さ
ま

制
作
の
万
燈
神
輿
で
巡
行
し
て
お

り
、
そ
の
後
近
隣
町
会
ご
理
解
の

も
と
、
御
神
輿
を
お
借
り
し
て
長

い
間
町
内
を
神
輿
巡
行
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
時
を
し
て

や
は
り
神
社
の
宮
神
輿
で
例
大
祭

の
神
輿
渡
御
を
し
た
い
と
い
う
熱

い
思
い
が
神
社
関
係
者
皆
様
に
伝

わ
り
、
約
一
〇
年
前
「
天
皇
陛
下

御
即
位
二
〇
年
奉
祝
記
念
事
業
」

と
し
て
、
宮
内
庁
御
用
達
宮
本
卯

之
助
作
の
雅
や
か
な
現
在
の
宮
神

輿
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
時
に
は
、

山
梨
県
神
社
庁
主
催
の
天
皇
陛
下

御
即
位
二
〇
年
奉
祝
提
灯
行
列
パ

レ
ー
ド
と
一
緒
に
当
神
社
宮
神
輿

が
舞
鶴
城
か
ら
平
和
通
り
を
神
輿

渡
御
い
た
し
ま
し
た
。 

　
稲
積
睦
会
が
創
立
し
て
来
年
で

三
五
年
。
昭
和
も
遠
く
に
な
り
に

け
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
が

会
長
と
し
て
来
年
で
三
〇
年
に
な

り
ま
す
。
今
年
六
四
才
に
な
り
人

生
の
約
半
分
を
稲
積
神
社
の
神
輿

渡
御
奉
仕
に
携
わ
ら
せ
て
頂
き
、

人
と
し
て
の
ご
神
徳
を
頂
く
事
が

出
来
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。 

　
時
代
は
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
で

大
き
く
変
わ
っ
て
行
き
ま
す
。
新

た
な
御
代
も
稲
積
睦
会
は
会
員
と

共
に
伝
統
文
化
を
継
承
し
て
行
く

所
存
で
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 
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譲位 践祚の式  
せん　　そ 

即　　　位　　　礼  
そく　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　れい　　　 

大　　　　嘗　　　　祭  
だい　　　　　　　　　　　　　　　じょう　　　　　　　　　　　　　　　さい 

退
位
礼
正
殿
の
儀 

剣
璽
等
承
継
の
儀 

賢
所
の
儀 

皇
霊
殿
神
殿
に
奉
告
の
儀 

即
位
後
朝
見
の
儀 

賢
所
に
期
日
奉
告
の
儀 

皇
霊
殿
神
殿
に
期
日
奉
告
の
儀 

神
宮
神
武
天
皇
山
陵
及
び
前
四
代
天
皇
山
陵 

に
勅
使
発
遣
に
儀 

神
宮
に
奉
幣
の
儀 

神
武
天
皇
山
陵
及
び
前
四
代
天
皇
山
陵
に 

奉
幣
の
儀 

即
位
礼
当
日
賢
所
大
前
の
儀 

即
位
礼
当
日
皇
霊
殿
神
殿
に
奉
告
の
儀 

即
位
礼
正
殿
の
儀 

祝
賀
御
列
の
儀 

饗
宴
の
儀 

一
般
参
賀 

斎
田
点
定
の
儀 

斎
田
抜
穂
の
儀 

神
宮
に
勅
使
発
遣
の
儀 

大
嘗
祭
前
一
日
鎮
魂
の
儀 

大
嘗
祭
当
日
神
宮
に
奉
幣
の
儀 

大
嘗
当
日
賢
所
大
御
饌
供
進
の
儀 

大
嘗
祭
当
日
皇
霊
神
殿
に
奉
告
の
儀 

大
嘗
宮
の
儀
（
悠
紀
殿
供
饌
の
儀
・
主
基
殿
供
饌
の
儀
） 

大
饗
の
儀 

即
位
礼
及
び
大
嘗
祭
後
神
宮
に
親
謁
の
儀 

即
位
及
び
大
嘗
祭
後
神
武
天
皇
山
陵
及
び
前
四
代
天
皇
山
陵
に
親
謁
の
儀 

即
位
礼
及
び
大
嘗
祭
後
賢
所
に
親
謁
の
儀 

即
位
礼
及
び
大
嘗
祭
後
皇
霊
神
殿
に
親
謁
の
儀 

即
位
礼
及
び
大
嘗
祭
後
賢
所
御
神
楽
の
儀 

　
毎
年
秋
、天
皇
陛
下
は
、そ
の
年
の
新
穀
を
、

御
祖
先
で
あ
る
天
照
大
御
神
を
は
じ
め
、神
々

に
お
供
え
し
感
謝
を
捧
げ
る
「
新
嘗
祭
」
を

宮
中
で
御
斎
行
に
な
り
ま
す
。
な
か
で
も
、

陛
下
が
御
即
位
後
初
め
て
行
わ
れ
る
新
嘗

祭
が
「
大
嘗
祭
」で
す
。
大
嘗
祭
は
、天
皇
御
一

代
に
一
度
行
わ
れ
る
祭
祀
で
、御
位
に
つ
か
れ

る
う
え
で
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、数
あ
る

祭
祀
の
中
で
最
高
の
重
儀
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

新しい令和の時代へ －御 代 替り－ 

　
天
皇
陛
下
が
御
位
に
つ
か
れ
る
こ
と
を
「
践

祚
」
と
い
い
ま
す
。
皇
位
は
一
日
た
り
と
も
空

白
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
皇
位
に
つ
か
れ

た
陛
下
は
、「
三
種
の
神
器
」
を
は
じ
め
と
し

た
皇
室
に
由
緒
あ
る
品
々
や
天
皇
陛
下
の
印

で
あ
る
「
御
璽
」
、日
本
国
の
印
で
あ
る
「
国

璽
」
を
継
承
さ
れ
ま
す
。三
種
の
神
器
と
は
、

歴
代
天
皇
に
皇
位
の
し
る
し
と
し
て
継
承
さ

れ
て
き
た
八
咫
鏡
・
天
叢
雲
剣（
草
薙
剣
）・

八
坂
瓊
曲
玉
の
こ
と
で
す
。
　 

剣
璽
等
承
継
の
儀 

 

御
一
代
一
度
の
重
儀
。 
大
嘗
宮
全
景 

大
嘗
宮
平
面
図 

剣璽等承継の儀（S64.1.7） 

即位礼正殿の儀（S64.1.7） 

（
神
社
本
庁
冊
子
よ
り
抜
粋
） 
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や
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－8－ 

稲積神社社報　　い　　な　　ほ 第51号 令和元年　大 祭 号 

恵
方
詣
り
に
参
加
し
て 

靖
国
神
社
参
拝
で
思
う
こ
と
　 

藤
　
本
　
恭
　
司 

山
　
本
　
建
　
治 

　
先
日
私
は
久
し
ぶ
り
に
恵
方
詣

り
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

気
の
合
う
仲
間
と
大
型
バ
ス
に
揺

ら
れ
な
が
ら
の
旅
行
は
こ
の
歳
に

な
る
と
中
々
経
験
出
来
る
事
で
は

無
い
の
で
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。
行
程
の
中
で
も
一
番

興
味
が
あ
っ
た
の
が
、
初
め
て
行

く
筑
波
山
神
社
へ
の
参
拝
で
し
た
。

筑
波
山
神
社
の
ご
神
体
は
筑
波
山

そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
明
を

受
け
ま
し
た
が
、
御
祭
神
に
は
筑

波
山
の
男
体
山
と
女
体
山
、
こ
ち

ら
は
そ
れ
ぞ
れ
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ

ナ
ミ
の
尊
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
さ
ら
に
摂

社
に
は
天
照
大
神
・
月
読
尊
・
須

佐
之
男
尊
・
蛭
子
尊
が
祀
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
古
事
記
好
き
な

私
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
豪
華

な
顔
ぶ
れ
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き

る
機
会
に
参
加
し
、
と
て
も
有
意

義
で
し
た
。
ま
た
非
常
に
興
味
深

い
事
に
こ
の
神
社
は
江
戸
の
鬼
門

を
守
る
神
社
だ
そ
う
で
、
旅
行
に

参
加
し
た
こ
と
で
学
ぶ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
鬼
門
と
言
え
ば
丑
寅

の
方
角
、
そ
れ
を
封
じ
る
の
が
反

対
側
に
い
る
申
、
酉
、
戌
。
鬼
は

丑
寅
に
い
る
か
ら
角
が
生
え
て
い

て
ト
ラ
の
パ
ン
ツ
を
履
い
て
い
る

の
だ
。
と
小
さ
い
こ
ろ
に
桃
太
郎

の
解
説
を
さ
れ
た
事
を
思
い
出
し

ま
す
。
天
気
予
報
す
ら
な
い
時
代
、

人
々
が
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て

い
た
の
は
神
様
や
御
先
祖
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
鬼
門

の
方
角
に
神
社
や
お
寺
、
お
墓
を

お
き
、
鬼
門
を
守
っ
て
も
ら
っ
て

い
た
。
と
何
か
の
書
で
読
み
ま
し

た
。
こ
れ
は
本
当
に
た
ま
た
ま
偶

然
な
の
で
す
が
、
私
の
菩
提
寺
が

バ
ッ
チ
リ
工
場
の
鬼
門
の
方
角
に

あ
る
の
で
す
。
神
道
で
は
人
は
亡

く
な
る
と
神
に
な
る
と
言
い
ま
す
、

も
し
か
し
て
神
と
な
っ
た
両
親
が

我
々
を
守
っ
て
い
て
く
れ
て
い
る

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
考
え

る
と
何
だ
か
ほ
っ
と
す
る
気
持
ち

と
、
身
の
引
き
締
ま
る
よ
う
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。
神
社
の
崇
敬

会
に
所
属
し
て
い
て
一
番
あ
り
が

た
い
事
は
色
々
な
世
代
の
方
々
に

触
れ
合
え
て
多
く
の
学
び
を
得
ら

れ
る
こ
と
で
す
。
開
府
五
百
年
と

言
わ
れ
る
甲
府
で
す
が
、
実
は
そ

れ
以
前
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
る
尊
い
先
人
た
ち
の
お
か
げ

が
あ
っ
て
の
事
だ
と
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
生
き
て
行

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

　
桜
咲
く
晴
天
の
日
、
山
梨
県
神

道
政
治
連
盟
の
方
々
と
共
に
靖
国

神
社
に
参
拝
い
た
し
ま
し
た
。
昇

殿
参
拝
の
時
、
涼
風
が
私
の
な
か

を
吹
き
抜
け
ま
し
た
。
靖
国
の
英

霊
の
声
を
聞
い
た
思
い
が
し
ま
し

た
。 

　
思
え
ば
今
か
ら
百
五
十
年
前
、

迷
惑
頑
迷
な
隣
国
諸
国
、
傲
慢
強

力
な
欧
米
列
強
諸
国
の
狭
間
で
日

本
国
の
独
立
自
存
の
た
め
、
日
本

人
は
日
本
国
民
に
な
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。 

　
欧
米
文
化
を
積
極
的
に
摂
取
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
欧
米
の
近
代
資

本
主
義
の
原
理
を
理
解
し
て
、
同

時
に
飛
鳥
時
代
の
十
七
条
憲
法
か

ら
明
治
初
年
の
五
箇
条
の
御
誓
文

に
連
な
る
各
種
法
典
に
盛
り
込
ま

れ
て
い
た
和
を
尊
重
す
る
精
神
を

も
と
に
し
て
、
自
由
な
議
論
を
す

る
議
会
を
作
り
上
げ
て
国
を
挙
げ

て
富
国
強
兵
を
進
め
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。 

　
神
武
天
皇
以
来
の
日
本
国
の
安

泰
と
日
本
国
民
の
安
寧
を
祈
る
皇

室
の
も
と
で
、
国
民
福
祉
の
増
大

と
日
本
古
来
の
精
神
文
化
を
擁
護

し
、
天
皇
陛
下
を
頂
く
一
君
万
民

の
立
憲
君
主
国
を
建
設
す
る
こ
と

を
、
決
め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

皇
室
（
権
威
）
政
府
（
権
威
）
を

分
化
し
て
二
重
の
国
家
体
制
を
取

る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
国
の
社
会

の
安
定
を
は
か
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。 

　
富
国
政
策
に
お
い
て
は
近
代
資

本
主
義
の
完
成
の
た
め
に
は
日
本

国
民
・
日
本
国
政
府
の
奮
闘
努
力

が
必
要
で
し
た
。
強
兵
政
策
に
お

い
て
は
幕
末
の
動
乱
、
戊
辰
戦
争

に
続
く
国
内
の
戦
い
、
日
清
戦
争
・

日
露
戦
争
以
後
の
周
辺
国
と
の
戦

い
を
通
し
て
実
現
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
幾
多

の
戦
い
を
通
し
て
日
本
国
の
独
立

自
存
の
為
多
く
の
命
が
捧
げ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
英
霊
の
魂
を
慰
め

る
た
め
に
靖
国
神
社
が
創
建
さ
れ

英
霊
の
魂
は
祀
ら
れ
ま
し
た
。
他

の
道
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
国
古
来
の
権
威

と
権
力
を
分
け
る
伝

統
か
ら
す
れ
ば
、
フ

ラ
ン
ス
の
よ
う
な
協

和
制
の
国
、
あ
る
い

は
中
国
の
よ
う
な
皇

帝
独
裁
制
な
ど
の
国

家
運
営
が
で
き
た
と

は
思
え
ま
せ
ん
。
あ

の
時
代
列
強
諸
国
の

侵
略
を
は
ね
の
け
る

た
め
に
は
こ
の
道
し
か
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
先
人
の
覚
悟
に
た

だ
感
謝
す
る
の
み
で
す
。 

　
時
は
過
ぎ
欧
米
列
強
の
植
民
地

統
治
と
人
種
差
別
に
反
対
し
て
、

日
本
国
の
独
立
自
存
の
た
め
大
東

亜
戦
争
を
戦
い
ま
し
た
。
武
運
拙

く
敗
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
長
期
に

亘
る
占
領
を
受
け
多
く
の
こ
と
が

変
わ
り
ま
し
た
。
経
済
的
に
は
日

本
国
民
の
努
力
に
よ
っ
て
戦
前
以

上
の
復
興
を
は
た
し
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
明
治
の
初
年
に
か
か

げ
た
国
民
国
家
の
理
念
は
失
わ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
昭
和
、
平
成
そ

れ
か
ら
令
和
に
御
代
替
わ
り
す
る

今
日
、
改
め
て
日
本
国
と
日
本
国

民
が
追
い
求
め
た
国
家
像
を
再
興

す
る
た
め
に
我
々
日
本
国
民
が
挙

っ
て
日
々
の
努
力
を
惜
し
ま
ず
奮

闘
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新

し
い
元
号
に
令
和
が
決
ま
っ
た
こ

の
日
新
た
な
決
意
の
も
と
こ
れ
を

記
し
ま
す
。 
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安
産
祈
願
は
神
様
に
参
詣
し
懐

妊
の
報
告
と
無
事
出
産
を
祈
願
す

る
行
事
で
す
。 

　
戌
の
日
が
選
ば
れ
る
の
は
犬
が

安
産
で
あ
っ
た
た
め
犬
に
あ
や
か

っ
て
戌
の
日
に
祈
願
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
近
年
は
ご
都
合
の

良
い
日
を
吉
日
と
定
め
お
参
り
な

さ
る
方
も
多
く
な
り
ま
し
た
。 

令和元年　戌（いぬ）の日カレンダー 

月日曜 行　　　　　程 食事 

10／ 

（日） 
20 

10／ 

（月） 
21 
 

甲府最終出発場所＝＝＝＜中央道・安房峠道路＞＝＝＝白川郷　基太の庄［昼食］と白川郷［散策］ 

＝＝＝ホワイトロード（旧スーパー林道）＝＝＝加賀一之宮　白山比　（しらやまひめ）神社【参拝】 

＝＝＝加賀温泉郷　山代温泉（泊） 

 山代温泉＝＝＝＜北陸自動車道＞＝＝＝加賀之国 金沢鎮座　尾山神社【参拝】（前田利家公を祀る神社） 

＝＝＝「おみちょへ　いらっし」 金沢の台所　近江町市場（各自、自由昼食・買物散策）＝＝＝ 

＜北陸自動車道・東海北陸自動車道＞＝＝＝＜安房峠道路・中央道＞＝＝＝甲府最初の降車場所 

朝 × 
昼 ○ 
夕 ○ 

朝 ○ 
昼 × 
夕 × 

　
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
六
日

に
、
稲
積
神
社
摂
社
の
熊
野
社
例

祭
を
御
奉
仕
致
し
ま
し
た
。 

　
当
神
社
の
熊
野
社
は
、
平
成
十

三
年
三
月
二
十
六
日
に
出
雲
大
社

教
の
当
時
の
「
千
家
達
彦
館
長
様
」

よ
り
出
雲
国
一
宮
熊
野
大
社
の
御

霊
分
を
戴
き
当
神
社
に
御
遷
座
致

し
ま
し
た
。 

　
御
祭
神
は
「
伊
邪
那
伎
日
真
名

子
加
夫
呂
伎
熊
野
櫛
御
気
野
命
」
。

こ
の
御
祭
神
名
は
「
素
戔
嗚
尊
」

の
別
名
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
伊

邪
那
伎
日
真
名
子
」
は
「
イ
ザ
ナ

ギ
が
可
愛
が
る
御
子
」
、
「
加
夫

呂
伎
」
は
神
聖
な
祖
神
の
意
と
し

て
い
ま
す
。 

　
「
熊
野
大
神
」
は
鎮
座
地
名
で

あ
り
、
神
名
は
「
櫛
御
気
野
命
」

で
あ
り
ま
す
。
「
ク
シ
」
は
「
奇
」
、

「
ミ
ケ
」
は
「
御
食
」
の
意
で
食

物
神
と
の
通
説
で
す
。 

　
熊
野
社
は
、
紀
伊
国
の
熊
野
三

社
が
有
名
で
す
が
、
社
伝
で
は
、

熊
野
村
の
住
人
が
紀
伊
国
に
移
住

し
た
時
に
分
霊
を
歓
請
し
た
の
が

紀
伊
国
熊
野
本
宮
大
社
の
元
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
素
戔
嗚
尊
の
御
子
神
で
「
宇
迦

之
御
魂
大
神
」
が
稲
積
神
社
の
御

祭
神
で
あ
り
ま
す
。
御
参
拝
、
御

祈
願
の
皆
様
に
は
、
開
運
、
方
災

除
、
魔
除
、
厄
除
、
縁
結
等
の
御

神
力
を
持
ち
、
猛
々
し
く
勢
い
の

あ
る
霊
験
灼
か
な
大
神
様
の
御
神

恵
を
授
か
り
運
気
を
開
き
高
め
、

よ
り
良
い
日
々
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。 

稲積神社甲府伊勢講千社詣での集い 
第54回『加賀之国　尾山神社、白山比　神社』参拝と 

加賀温泉郷に泊まる旅 
～晩秋の日本絶景街道ホワイトロード／金沢の台所・近江町市場散策～ 

◆旅行期日：2019年10月20日（日）～10月21日（月） 
◆旅行代金：33,000円（お一人様旅行代金） 
◆募集人員：80名（最少催行70名） 
◆ご利用予定ホテル：ゆのくに天祥（てんしょう）【山代温泉】 
 

５月 
６月 
７月 
８月 
９月 
10月 
11月 
12月 

　１日（水）大安　13日（月）友引　25日（土）赤口 
　６日（木）友引　18日（火）友引　30日（日）友引 
　12日（金）先負　24日（水）先負 
　５日（月）大安　17日（土）大安　29日（木）大安 
　10日（火）先勝　22日（日）先勝　 
　４日（金）友引　16日（水）友引　28日（月）仏滅 
　９日（土）仏滅　21日（木）仏滅　 
　３日（火）大安　15日（日）大安　27日（金）先勝 

6：40頃 

8：20 金沢名物「和・漢・洋」三層式の神門 9：20～10：10

10：20～12：20

17：40頃 

日本絶景街道　途中降車予定 15：00～15：50

16：40頃 

11：30～12：10 12：10～12：50

おやま しらやまひめ  

平
成
三
十
一
年
熊
野
社
例
祭 

権
禰
宜
　
保
　
田
　
　
　
俊 

み
ち
ひ
こ 

か  

ぶ 

い 

ざ

な

ぎ

の

ひ

ま

な

こ

 

く
し
み
け
ぬ
の
み
こ
と う  

か 

の
み
た
ま
の
お
お
か
み 

ろ
　
ぎ 
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峯
　
岸
　
一
　
郎 

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I

　
小
　
林
　
隆
　
広 

│
常
若
会
発
足 

　
　
　
五
周
年
に
よ
せ
て
│ 

ま
だ
ま
だ
ひ
よ
っ
こ
　 

常
若
会
五
周
年
に 

　
　
　
対
し
て
の
想
い 

常 若 会 五 周 年  
     

　
常
若
会
五
周
年
と
い
う
こ
と
で
、

ま
だ
ま
だ
ほ
ん
の
数
年
し
か
経

過
し
て
い
な
い
稲
積
神
社
の
崇

敬
会
の
団
体
で
す
が
、
根
津
宮

司
様
は
じ
め
事
務
局
の
根
津
禰

宜
様
ま
た
、
諸
先
輩
方
か
ら
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
頂
き
な
が
ら

迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

本
当
に
有
り
難
い
こ
と
だ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
常
若
会
創
立
時
、

当
時
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
の
特

別
神
領
民
と
し
て
「
お
白
石
持

行
事
」
に
参
加
時
、
宮
司
様
よ

り
「
若
手
の
会
を
作
る
の
で
是

非
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
お

声
を
か
け
て
頂
き
、
私
の
常
若

会
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

私
の
趣
味
は
神
社
仏
閣
巡
り
が

大
好
き
で
、
地
方
に
行
っ
た
ら

必
ず
お
参
り
す
る
と
い
う
の
が

日
課
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
き

っ
か
け
は
、
私
が
平
成
元
年
に

日
立
金
属
㈱
安
来
工
場
入
社
時
、

出
雲
大
社
、
日
御
碕

神
社
に
お
参
り
し
て

奥
出
雲
の
金
屋
子
神

社
に
も
参
拝
し
て
お

り
ま
し
た
。
出
雲
の

歴
史
の
中
に
神
話
が

数
多
く
あ
り
、
日
本

文
化
の
な
か
に
神
社

と
い
う
崇
高
な
文
化

と
歴
史
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
肌
で
感
じ

更
に
深
い
学
び
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
し

た
の
が
、
出
雲
大
社

か
ら
で
し
た
。
禰
宜

様
が
出
雲
大
社
で
多

く
の
事
を
学
ば
れ
た

と
い
う
偶
然
も
重
な
り
、
ま
た

子
供
の
頃
昭
和
四
十
年
前
半
幸

町
に
住
ま
い
が
あ
り
、
よ
く
父

と
遊
亀
公
園
と
神
社
に
は
手
を

繋
ぎ
行
っ
た
も
の
で
し
た
。
良

き
御
縁
で
常
若
会
に
所
属
で
き
、

諸
先
輩
方
か
ら
の
多
く
の
助
言

ま
た
、
歴
史
と
文
化
を
口
伝
で

ご
教
授
い
た
だ
け
る
と
い
う
事
、

後
生
に
伝
え
る
と
い
う
大
き
な

役
割
を
私
自
身
、
お
こ
な
っ
て

次
の
時
代
そ
し
て
、
次
の
式
年

遷
宮
に
向
け
て
、
新
た
な
仲
間

と
一
緒
に
な
っ
て
、
日
本
の
大

切
な
「
神
道
」
そ
し
て
甲
府
の

大
事
な
文
化
で
も
有
る
稲
積
神

社
の
歴
史
を
伝
え
残
し
、
地
域

の
た
め
の
神
社
と
し
て
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
微
力
な
が
ら

思
っ
て
お
り
ま
す
。
五
周
年
と

い
う
こ
と
で
常
若
会
の
発
展
そ

し
て
崇
敬
会
に
対
し
て
様
々
寄

与
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
特
に
毎
年
恒
例
の
正

ノ
木
祭
り
を
大
事
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
五

周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
対

し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

      

　
オ
ギ
ャ
ー
と
産
ま
れ
た
子
ど

も
が
幼
稚
園
児
に
、
ピ
ッ
カ
ピ

カ
の
小
学
一
年
生
が
六
年
生
の

お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
に
。
五

年
の
歳
月
は
幼
い
子
の
生
活
環

境
に
劇
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
。 

　
さ
て
、
見
か
け
は
人
並
み
に

立
派
な
中
高
年
の
仲
間
入
り
し

た
私
の
五
年
間
は
ど
う
だ
っ
た

だ
ろ
う
か
。
悲
し
い
か
な
、
劇

的
な
変
化
は
…
無
い
。
し
か
し
、

こ
の
五
年
で
知
り
合
っ
た
神
社

関
係
の
方
々
や
常
若
会
の
面
々

に
刺
激
さ
れ
、
精
神
的
に
は
若

干
の
進
歩
が
み
ら
れ
る
は
ず
で

あ
る
。
い
や
、
そ
う
で
あ
っ
て

欲
し
い
の
で
あ
る
。
毎
月
の
例

会
は
、
た
だ
呑
ん
で
い
る
だ
け

の
よ
う
だ
が
、
個
性
的
な
会
員

と
の
会
話
の
中
に
は
人
生
を
豊

か
に
し
て
く
れ
る
ヒ
ン
ト
が
た

く
さ
ん
隠
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
。 

　
五
周
年
を
迎
え
た
と
は
い
え
、

ま
だ
ま
だ
ひ
よ
っ
こ
。
会
の
由

来
で
あ
る
「
古
く
な
っ
た
も
の

を
創
り
替
え
て
常
に
若
々
さ
を

保
つ
」
こ
の
精
神
を
大
切
に
、

十
周
年
、
二
十
周
年
と
気
の
お

け
な
い
面
々
と
切
磋
琢
磨
し
、

神
社
と
共
に
常
若
会
も
、
私
個

人
も
成
長
で
き
る
よ
う
に
日
々

精
進
し
て
い
き
た
い
。 

ま
ず
は
、
薄
く
な
っ
て
き
た
髪

の
毛
の
植
毛
か
な
…
。 

 

宮司特級祝賀会にて 

針供養祭参列 

恵方参りに参加して 

定例会 

定例会 




